
年間授業計画様式例

足立高等学校　令和６年度　　教科　数学　　科目　数学Ａ　　年間授業計画

教　　　科： 数学　 科　　　目： 数学Ａ　　単位数：　２単位

対象学年組： 第４学年Ａ組　　

教科担当者：関根

使用教科書：（改訂版　新　高校の数学Ａ（数研出版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（教科書，ワークシート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目　数学Ａ　の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

8

9

9

◯円周角の定理を理解し、
角の大きさを求めることが
できる。〔知〕〔技〕
◯円周角の定理の逆を理解
し、等しい角に着目して考
察できる。〔知〕〔考〕

◯円に内接する四角形の性
質を理解し、角の大きさを
求めることができる。
〔知〕〔技〕
◯四角形が円に内接する条
件を理解し、対角に着目し
て考察できる。〔知〕
〔考〕

◯接線と弦のつくる角の性
質を証明する際に、場合分
けをしながら考察すること
ができる。〔考〕
◯接線と弦のつくる角の性
質を理解し、角の大きさを
求めることができる。
〔知〕〔技〕
◯円の接線の長さが等しい
ことを理解し、線分の長さ
を求めることができる。
〔知〕〔技〕

◯図形の基本性質を理解
し、それらを用いて角の大
きさや辺の長さを求めるこ
とができる。〔知〕〔技〕

◯図形の基本

４
月

５
月

◯角の二等分線と線分の比
の定理を理解し、それを用
いて辺の長さを求めること
ができる。〔知〕〔技〕
◯外角の二等分線について
も同様の定理が成り立つこ
とに興味をもつ。〔関〕

◯三角形の外心、内心、重
心の性質を理解している。
〔知〕

◯角の二等分線と線分の比

◯三角形の外心、内心、重心

◯三角形の内角の二等分線は、その角に向かいかう辺を、ある一定のきまり
で分割することを理解できるようにする。

◯三角形には、外心、内心、重心とよばれる特別な点があることと、それら
の性質を理解できるようにする。

◯図形の基本的な性質を理解できるようにする。

６
月

◯円周角の定理

◯円に内接する四角形

◯円の接線

◯円周角の定理について理解できるようにする。

◯四角形の4つの頂点を通る円は、存在する場合と存在しない場合があり、そ
れを見分ける方法を理解できるようにする。

◯円の接線の性質について理解できるようにする。



指導内容 科目　数学Ａ　の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

8

9

9

◯空間における図形について、直線や平面の位置関係を理解できるようにす
る。

◯正多面体の性質について理解できるようにする。

◯方べきの定理を理解し、
線分の長さを求めることが
できる。〔知〕〔技〕

◯２つの円の位置関係と、
中心間の距離と半径の関係
を積極的に考察しようとす
る。〔関〕
◯２つの円の位置関係には
５つのパターンがあること
を理解している。〔知〕

◯円の弦がもつ性質と、円は交わる2直線をある一定のきまりで分割すること
を理解できるようにする。

◯2つの円の位置関係と、位置関係は半径と中心間の距離によって決まること
を理解できるようにする。

◯作図

◯空間の直線、平面

◯正多面体

月

◯２直線の関係、２平面の
関係、直線と平面の関係に
は３種類ないしは２種類あ
ることを理解している。
〔知〕
◯空間の２直線のなす角の
定義を理解し、角の大きさ
を求めることができる。
〔知〕〔技〕
◯直線と平面が垂直になる
条件を理解している。
〔知〕

◯正多面体が５種類あるこ
とを知っている。〔知〕
◯正多面体が５種類しかな
いことに興味をもち、1つの
頂点に集まる内角に着目し
て考察することができる。
〔関〕〔考〕

◯定規とコンパスだけを使って、さまざまな図をかくことができるようにす
る。

７
月

◯方べきの定理

◯2つの円

８
月

９
月

◯作図の問題について、コ
ンパスと定規を使って積極
的に取り組もうとする。
〔関〕
◯基本的な作図を行うこと
ができる。また、その組合
せで様々な作図ができるこ
とを理解している。〔技〕
〔考〕
◯作図に対して、なぜそれ
が正しいか考え、説明しよ
うとする態度がある。
〔関〕

10



指導内容 科目　数学Ａ　の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

9

8

9

◯約数と倍数

◯ユークリッドの互除法

◯方程式を満たす整数

◯２進法

◯分数と小数

◯普段使用している記数法
を10進法であると認識し、
その仕組みを改めて考察す
る。〔考〕
◯２進法の仕組みを理解
し、２進法で表された数を
10進法で表すことができ
る。また、10進法で表され
た数を２進法で表すことが
できる。〔知〕〔技〕

◯有理数は整数、有限小
数、循環小数のいずれかに
なることを知っている。
〔知〕
◯整数でない有理数を小数
で表すとき、有限小数か循
環小数になることに興味を
もち、理由を理解できる。
〔関〕〔考〕
◯循環小数を分数で表すこ
とができる。〔技〕

◯約数や倍数と、素因数分解の関係について理解できるようにする。

◯素因数分解を利用しないで、最大公約数を求める別の方法を理解できるよ
うにする。

◯普段使っている数の表し方とは別の方法で数を表す方法を理解できるよう
にする。

◯分数を小数で、小数を分数で表す方法を理解できるようにする。

◯2元1次不定方程式の解の
意味を理解している。
〔知〕
◯2元1次不定方程式を解く
ことができる。〔技〕
◯aとbが互いに素のとき、
ax+by=1の整数解が必ず存在
することに興味をもち、具
体例などを通じて考察しよ
うとする。〔関〕
◯２元１次不定方程式の解
を、互除法を用いて求める
ことができる。〔技〕

１
月

月

◯方程式を満たす整数の組をすべて求める方法を理解できるようにする。

月

◯素数、合成数の定義を理
解している。〔知〕
◯自然数を素因数分解でき
る。〔技〕
◯素因数をいくつか掛け合
わせることで約数が得られ
ることを理解している。ま
た、素因数を掛け合わせる
組み合わせを、表などを用
いてとらえることができ
る。〔知〕〔考〕
◯素因数分解を利用して、
２数の最大公約数、最小公
倍数を求めることができ
る。〔技〕
◯最大公約数を利用して、
長方形に敷き詰めることの
できる最大の正方形の大き
さを求めることができる。
〔考〕〔技〕

◯互除法の仕組みについ
て、図などを通して直感的
に理解できる。〔考〕
◯互除法を用いて、２数の
最大公約数を求めることが
できる。〔技〕
◯互除法を用いれば、素因
数分解が難しい数について
も最大公約数を求めること
ができることを理解してい
る。〔知〕

12

11



指導内容 科目　数学Ａ　の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月

２
月


